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第２８９回：アガワ先生と終戦記念日 

  

作家の阿川弘之氏が亡くなった。享年９４歳。日経新聞「私の履歴書」によると、「地方の平凡な中流家庭

に生まれ、小学校から大学まで、ごく平坦平凡な学生生活を送り、戦争中は海軍に従軍して多少の辛酸を

嘗めたが、戦後間もなく志賀直哉の推輓により文壇に登場、以来作家としてこんにちに至る」とある。筆者が

最も好きな作家は内田百閒と阿川弘之である。片や夏目漱石の、片や志賀直哉の門下。格調高い文章に、

巧まざる上質なユーモアと詩情、加えて乗り物好き、二人に共通点は多い。違いは百閒先生が生涯政治に

背を向けた生活を送ったのに対し、阿川大尉は青春時代を過ごした帝国海軍と戦死した同世代への思いが

深く、戦没者は無駄死にと決めつける戦後の浅薄な風潮に強く反発し、自分の体験した事実を書き残したい

との強い思いが、「春の城」や「雲の墓標」をはじめとする作品の原動力となっている。阿川氏は東京帝大を

卒業され海軍予備学生として海軍に入り、大学で中国語を学んだことから、特務班で対中諜報活動、つまり

敵の暗号電の解読作業に従事された。暗号解読とは数学と中国語の順列組合せのようなもので、意味不明

の漢字の羅列から、粘り強く「中途島＝ミッドウェー」のような解を探る作業だったと云う。終戦は漢口（湖北

省武漢市）で迎え、翌年春、大陸から引き揚げ、原爆で荒廃した故郷広島の街を見て、そこから同氏の創作

活動が始まる。今年の夏は７０回目の終戦日に当たり、安倍首相の談話が注目されている。そんなわけで、

阿川大尉の逝去に接し、筆者もひとこと書いてみよう。 

 

『書く力』  ――アガワ家の人々―― 

平和について観念的な空虚な言葉を羅列されても、読まされる人間にとっては苦痛以外の何物でもあり

ません。以下の３冊の本について述べることで、代用させていただきます。 

１．雲の墓標：阿川弘之著 

 中学時代に読んでいただきたい推薦図書です。手元にある新潮文庫の『雲の墓標』は昭和42年発行の第

14 刷で、中学２年の時に読んだ本です。本を読むにも、時候と同様に「旬」があります。年少すぎて理解でき

ないこともありますし、年長すぎても感性が鈍り共感できないこともあります。多感な中学時代にこの本に出

会えたことは幸せです。阿川弘之氏は広島県名誉県民で数多くの著書があり、文芸春秋の巻頭随筆を長年

執筆されてきました。この本は初期の特筆すべき名著です 昭和 18 年、平穏無事な大学生活から学徒兵と

して海軍航空隊に入った吉野次郎海軍少尉を通して、若者たちの訓練の日々が綴られています。読むにし

たがい戦時中の世界に引き込まれるような迫真の描写で、元海軍士官「阿川大尉」でなければ、書くことの

できない小説です。エーリッヒ・レマルク（1898-1970）の『西部戦線異状なし』も従軍した若者を描いた有名な

小説ですが、それ以上の高い評価ができる小説です。この本を読んだ人は、「感想文を書け」と言われても、

空々しい言葉を述べたくないでしょう。ただ、生きていることと平和の有難さが実感できることは確かです。 

 

２．海の友情：阿川尚之著 

 防衛大学の推薦図書の一つです。阿川尚之氏は弘之氏の長男で、慶応大学教授です。終戦後、敵味方

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E6%B5%81%E9%9A%8E%E7%B4%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E6%B5%81%E9%9A%8E%E7%B4%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BF%97%E8%B3%80%E7%9B%B4%E5%93%89
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同士であったアメリカ海軍と旧日本海軍の軍人が心を開いて協力関係を築き、海上自衛隊を発足させる過

程が様々な秘話を交えて描かれています。戦時中の勇猛果敢な駆逐隊指揮から 31 ノット・バークと異名を

とるアーレイ・バーク提督（1901-1996）は日本人を公然とジャップと呼ぶほど日本人嫌いでした。彼は如何

にして親日家に変貌をとげていったのでしょうか？提督は朝鮮戦争勃発とともに日本に赴任し、極東米海軍

参謀副長として、仁川・元山上陸作戦に関与します。当時、米海軍の掃海能力は低下し、やむを得ず旧日本

帝国海軍掃海部隊の協力を仰ぐこととなりました。このような過程で彼は野村吉三郎元海軍大将（元駐米大

使）、草鹿任一元海軍中将たちと徐々に親交を深めることとなります。文中には、こんなエピソードが紹介さ

れています。ある日、提督は滞在するホテルの部屋が殺伐としていたため、自分で花を買って飾りました。

何日かすると、部屋の花が新しいものに変わっていることに気づきます。ホテルの配慮かと思って支配人に

礼を言うと、ホテルのサービスではないとのことでした。実は、これらの花は客室係の女性（戦争未亡人だっ

たそうです）が自分のポケットマネーで購入し、飾っていたものだったのです。 

 1951 年 12 月、バーク提督は朝鮮戦争休戦交渉のため、羽田飛行場を午前２時に出発し、ワシントンに向

かうこととなりました。深夜のため空港には誰も見送りに来ませんでした。しかし、バーク自身驚いたことに、

午前１時半に野村提督が姿を現しました。当時、74 歳の野村提督は都電と鉄道を乗り継いで、最後は数マ

イルの距離を徒歩で見送りにきたのです。このような、思いやり、気配り、優しさに接して、次第に日本人を

見る目が変わっていったのです。口先だけで、「友愛」、「平和」、「友好」などを唱える自称ハト派の政治家に

爪の垢でも煎じて飲んでもらいたいぐらいです。また、機雷掃海任務において旧日本海軍軍人の技術力、

信頼性が高く評価されたことはもちろんのことです。昨日までの敵も友軍として一緒に働いてみると、これほ

ど信頼できるパートナーは無いと高く評価され、海上自衛隊創設の大きな原動力となったのです。これらの

功績でバーク提督に勲一等旭日大綬章が贈られています。提督の葬儀では、アーレイ・バーク級イージス

艦と提督が昔指揮した第23駆逐隊群の全艦は31ノットで５分間航走しました。生前、諸外国からも数多くの

勲章を受けた提督の胸に最後に飾られたのは、本人の意思で勲一等旭日大綬章だけでした。 

 

この文章は筆者の作ではないが、平和に対する思いは一緒なので転載した次第である。本文はこのあと

「３．阿川佐和子：聞く力」と続くが、引用はここまでにする。筆者は杉野圭三氏、ボクの弟で２年前の８月に

「広島市医師会だより」に掲載したもの。親戚の文章だから引用しても罰は当たらないだろう。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                                   平成２７年８月１２日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


